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■問い合わせ先 
   公益社団法人 日本気象学会九州支部 事務局 （福岡管区気象台内） 
  電話 ：092-725-3614 Eメール：info@msj-kyushu.jp ホームページ：http://msj-kyushu.jp/ 

8/3 土 
13:30 ～ 16:00 （ 開場 13：00～ ) 
天神クリスタルビル ３階Ａホール 

日本気象学会 九州支部 
第13回 気象教室 

--------最新の情報や最先端の研究結果について、２名の講師が解説します-------- 

１）PM2.5とは何か？ ― モデル研究からわかったこと 
  九州大学応用力学研究所 地球環境力学部門 助教  原 由香里 氏 

 ＜開催会場＞ 福岡市中央区天神 ４－６－７ 天神クリスタルビル３階Ａホール 
             ※会場周辺の地図とアクセスについては裏面をご覧ください 

■ 今回のテーマ 
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２）平成24年7月九州北部豪雨の発生要因 
  気象庁気象研究所予報研究部 第三研究室 室長  加藤 輝之 氏 

最近の話題から 



第13回気象教室会場 天神クリスタルビルへのアクセス 
 
  ・西鉄大牟田線「福岡（天神）駅」 徒歩7分 
  

  ・福岡市営地下鉄空港線/箱崎線「天神駅」 徒歩4分 
 

  ・西鉄バス「天神郵便局前」停 徒歩2分 
 

  ・西鉄バス「天神北」停 徒歩2分 

～ 公益社団法人 日本気象学会の紹介 ～ 
 

 1882年に創立され、気象学の研究を盛んにしてその進歩をはかり、国内国外の関係学会と協力して学術文化の
発展に寄与することを目的としています。 
 主な活動としては、年に2回の全国大会（会員の研究発表・シンポジウム・交流等）や図書刊行（機関紙「天気」、
論文集「気象集誌（英文）」、「気象研究ノート」）等を行っています。 
日本気象学会は、北海道、東北、関東、中部、関西、九州、沖縄の各地方に支部を置き、各支部で研究発表会や
講演会、夏季大学等を開催しています。 
 

 日本気象学会九州支部は九州および山口県在住の気象学会員によって構成され、支部会員の研究の奨励・推
進と相互の連絡を目的とした活動を行っています。 
 

 日本気象学会には、気象学に関心のある方なら、どなたでも加入できます。 
 入会方法や会費等のお問い合わせは、以下まで連絡ください。 
 

                                                                                       〒810-0052  
                                                                                            福岡市中央区大濠一丁目2番36号 福岡管区気象台内  
                                                                                                  公益社団法人 日本気象学会九州支部 事務局  
                                              TEL:(092) 725-3614  FAX:(092) 725-3163 
                                                       E-mail: info@msj-kyushu.jp 
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